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概　要

今まで国・県からの補助金により、年間５件程度の木造住宅無料耐震診断を実
施してきましたが、診断件数は極端に少なく、町内の木造住宅が大地震に耐え
られる状況なのか把握できていません。
このため、常時居住する住宅（空き家を除き）など、耐震化が必要な家屋を調査
した上で、木造建築物の耐震化を図ります。
併せて、耐震化に向けた工法（低コスト耐震工法）についても研究、実証を行い
ます。

       地震に自信を(木造住宅耐震化強化)

〜　しらかわで あんきに子育て あんきに暮らす　〜

　この20年間で町が実施した耐震診断は50件にとどまり、実際に改修工事まで至ったの

はわずか4件という非常に低い水準です。

　耐震化が進まない背景には、補助制度があっても自己負担が高額になるケースが多く、

特に高齢者や一人暮らしの世帯にとっては経済的・心理的な負担が大きな障壁となって

います。また、制度の認知不足や地震への備えに対する理解の浅さがあります。

　今後は、費用面の支援強化に加え、住民へのわかりやすい情報発信や手続きの簡素化な

ど、より利用しやすい制度設計が求められています。安心して耐震化に取り組める環境づ

くりが急務です。

地域連携による低コスト工法普及

項目 活用内容 想定金額（例）

低コスト耐震工法
の研究～実証

①基礎調査・計画策定　４00万円
　住宅実態調査、耐震化率分析、対象抽出
②技術支援・工法選定　300万円
　大学・建築専門家との連携、ﾏﾆｭｱﾙ作成
③工務店等への技術研修　３00万円
　講習会開催（数回）、施工研修、教材作成
④モデル施工（実証工事）　４00万円
　工務店が試行施工、効果・コスト検証

1,400万円

【企業版ふるさと納税】

まちの創生


